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め(､)って･自然10 (1) ‥ 45-4日,昭30.　　3)
後藤正彦外2名:長崎県下の風土病概軌　長崎
医会誌. 28 (9) : 937-944,昭28･　　4)勝田
慕- :葛痘出血性レブトスピラ病･臨放と研究
文　　献


















九州の地方病を語る･田本医師会雑誌34 (6) : 313
-323,昭30.　　14)沢田藤一郎,大島正満:
九州のマラ1)7とアメ-パ赤痢.臨放と研究31
(5〕 : 460-465,昭29･　15)森川利美: -
テリア内地感染例調査報告.長崎医会誌. 2丁(4〕 :
262-265,昭2フ･　16〕井村棲梧:戦後-ラ
1)アの臨床的研究･福岡医学雑誌4 〔7) : 469-
479 5 4(8〕 ‥　547-563 ; 4(9〕 : 628-636,昭
25･　1丁)水川希六:戦後マラリアの研究.









会誌･ 29 (5) : 452∫　昭29.　22)神田正一外
2名:炭坑に発生せる流行性肝炎について･長崎
医会誌. 29 a〕 : 553-557,昭29.　23〕中原
典彦:ヴイr-ルス性脳炎,特に日本脳炎虹つい
て.臨淋と研究30 (2) : 133-141,昭28.　24〕
横田万之助:昭和21 〔1946〕-27(1952〕年間の
東京地方に発生せる日本脳炎についてJその疫学及
び臨床上の二･ ≡の知見･日本伝染病学会雑誌2丁
(7-8) : 303-318?昭28･
(昭31. 10. 20受付特別掲載)
